
 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Liイオン電池製造での排気ガス中 NMPの 
冷却凝縮による回収・精製技術の開発 

慶應義塾大学理工学部環境化学研究室 

 

排気ガス中 NMPの冷却凝縮回収装置および  
NMP凝縮液の精製装置 

 

排気ガス中 NMPの冷却凝縮回収装置に  
おける排気ガス温度の経時変化 

 

まとめ 

本装置では排気ガス中 NMP を冷却凝縮回収 

装置にて液体として回収し、空気流動真空蒸発

法を用いて精製を行う 
排気ガス温度を 98.3℃より 9.4℃まで低下できた 

 

ヘンリー定数(H)を導入した理論回収率式 

 

溶剤中水分の回収率式に対する     
気液平衡関係からの考察 

 

空気流動真空蒸発法を用いた 
溶剤中水分の蒸発分離の概略 

 

 

 

 

 NMPは Liイオン電池の正極材料である、 

正極活物質とバインダーを溶解させる   

溶剤であり、集電体に塗布された後に、        

加熱処理が行われ、蒸発、排気される 

NMP(N-Methyl-2-Pyrrolidone)の用途 
（正極製造過程） 

 

冷却凝縮回収装置における         
排気ガス中 NMPの回収率 

排気ガス中 NMPを 93%以上回収できた 

 

溶剤(NMP)中水分蒸発分離における 
蒸発温度の設定 

 

ヘンリー定数(H)と温度(T)および 
回収率の関係 

 

NMP水溶液より作製した NMP標準ガスによる
GC-FID分析の検量線 

 

溶剤(NMP)中水分蒸発分離実験における 
水分の実測回収率と理論回収率の比較 


